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洋光台北団地（横浜市）１－１号棟建て替え　完成
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工　事　概　要

（９） （第３種郵便物認可）２０２６年　（令和８年）　９月１８日　（金曜日）

　洋光台北団地は、横浜駅から約分、ＪＲ根岸線洋光台駅徒歩圏のＵＲ賃貸住宅です。
　洋光台エリアでは、開発から年が経過し高齢化や活力低下等の課題を背景に、
年から「団地の未来プロジェクト」を本格始動しました。「集まって住むパワーの最大
化」という団地の持つ本質的な魅力を捉えたコンセプトを軸に、「建築（ハード）×活
動（ソフト）」の両面から様々な取り組みを進めてまいりました。
　住棟や屋外の改修にあたっては、団地の未来プロジェクトのディレクターである佐藤
可士和氏のデザイン監修のもと、外観を白色基調と木調手摺に統一し、芝生広場や団地
の散歩道等を整備することにより、建物と外構が一体となったランドスケープを実現し
ました。広場では多様なイベントが催され、多くの方にご利用いただいて、新しい住ま
い方が発信されております。
　この度、建て替えにより竣工した１－１号棟も、白色基調と木調手摺を継承し、多様
な世帯・世代のニーズに応えられるよう様々なタイプの間取りをご用意しました。また、
１階には地域の交流拠点となる「団地のCAFEとSTUDIO」を併設し、広場などの屋外
空間とともに団地や地域の方の居場所として、昨年度発表しました事業メッセージ「ゆ
るやかに、くらしつながる。」の体現、洋光台エリア全体の活性化と暮らしやすさの更
なる向上を目指してまいります。
　最後になりましたが、本１－１号棟の竣工にあたり、ご理解ご協力を賜りました団地
や地域にお住まいの皆さま、建設にご尽力いただきました関係各位に対し、改めてお礼
申し上げますとともに、今後も住み良いまちづくりに努めてまいりますので引き続きご
支援賜りますよう、よろしくお願い申し上げます。

独立行政法人都市再生機構　東日本賃貸住宅本部　ストック事業推進部
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１Ｆ「団地のCAFEとSTUDIO H:ARMONIK」店舗エリア

■工　事　名　称：洋光台北団地（建替）１－１号棟建設その他工事
■建　設　地：横浜市磯子区洋光台２丁目１番の１
■発　注　者：独立行政法人都市再生機構東日本賃貸住宅本部
■設　計　者：青木あすなろ建設株式会社一級建築士事務所
■監　理　者：独立行政法人都市再生機構東日本賃貸住宅本部技術監理部

企画第４課

■委　託　監　理：窓建コンサルタント株式会社
■施　工　者：青木あすなろ建設株式会社東京建築本店
■敷　地　面　積：，．㎡
■構造・規模：ＲＣ造（住棟）、Ｓ造（店舗棟）、耐火構造地上階

建て。建築面積，．㎡、延床面積，．㎡
■工　　　期：年３月～年７月

北側面の全景 庇のあるテラス
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